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本
庄
都
市
計
画
本
庄
下
水
道

の
変
更
に
伴
う
図
書
の
縦
覧

縦�

覧
期
間　
11
月
２
日
㈪
か
ら

　
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

縦�

覧
場
所　
下
水
道
課
（
市
役
所

２
階
）

★�

下
水
道
課
☎
25-

１
１
４
７

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保

険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す

　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民

税
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
、
納
付
額
が
申
告
で
き
ま
す
。

納
付
し
た
方
に
は
、
納
付
額
通
知

書
を
令
和
3
年
1
月
下
旬
に
自
宅

に
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
末
調
整
の
際
に
納
付

額
通
知
書
が
必
要
な
方
に
は
、
各

担
当
課
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

用�

意　
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な

ど
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

※
窓
口
に
来
た
方
と
納
付
し
た
方

が
同
一
世
帯
で
な
い
場
合
は
、
委

任
状
も
必
要
で
す
。

※
年
金
か
ら
差
し
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
て
い
る
納
付
額
に
つ
い

て
は
、
市
か
ら
通
知
書
の
郵
送
及

び
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
年
金
保

険
者
（
日
本
年
金
機
構
等
）
か
ら

郵
送
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

★�(

国
民
健
康
保
険
税
）
収
納
課

☎
25-

１
１
８
１

（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

保
険
課
☎
25-

１
２
４
５

（
介
護
保
険
料
）
介
護
保
険
課

☎
25-

１
７
１
９

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
や
健
康

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
を

　
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
対
策
に
よ
る
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
生
活
・
健
康
面
等

を
把
握
し
、
安
全
安
心
な
生
活
に

繋
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
11

月
初
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し

ま
す
。
回
答
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

対�

象　
75
歳
以
上
の
在
宅
で
生
活

し
て
い
る
方

回
答
期
限　
11
月
18
日
㈬

※
ア
ン
ケ
ー
ト
に
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

★
地
域
福
祉
課
☎
25-

１
１
４
２

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

 市長コラム
   しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

本庄市長

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

令
和
４
年
度
以
降
の
本
庄
市

成
人
の
祝
い
に
つ
い
て

　
民
法
の
改
正
に
伴
い
、
令
和
４

年
４
月
１
日
よ
り
成
人
と
な
る
年

齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、「
本
庄
市
成
人
の

祝
い
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
当

該
年
度
に
20
歳
を
迎
え
る
方
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、「
成
人
の
祝
い
」
と
い

う
式
典
名
称
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
22-

３
２
４
８

令
和
２
年 

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
意
識
の
一
層
の
普

及
を
図
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

防�

火
標
語　
（
２
０
２
０
年
度
全

国
統
一
防
火
標
語
）

『
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に

金
メ
ダ
ル
』　

実�

施
期
間　
11
月
９
日
㈪
～
15
日

㈰
重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②�

乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発

生
防
止
対
策
の
推
進

③
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

④�

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

⑤�

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
の
推
進

⑥�

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に

対
す
る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹

底
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

《
３
つ
の
習
慣
》

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
○�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

《
４
つ
の
対
策
》

○�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

○�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る

○�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

○�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

《
イ
ベ
ン
ト
情
報
》

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実

施
期
間
に
合
わ
せ
て
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
促
進
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
火
災
警
報
器
の

取
り
付
け
方
や
効
果
の
状
況
な
ど

の
説
明
や
消
防
車
両
の
展
示
、
啓

発
グ
ッ
ズ
の
配
布
等
を
行
い
ま

す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
程
・
会
場

①�

11
月
９
日
㈪　
午
前
９
時
～
正

午　
上
里
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル

②�

11
月
10
日
㈫　
午
前
９
時
～
正

午　
美
里
町
保
健
セ
ン
タ
ー

③�

11
月
11
日
㈬　
午
前
９
時
～
正

午　
神
川
町
役
場
１
階
町
民
ホ

ー
ル

④�

11
月
12
日
㈭　
午
前
９
時
～
正

午　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

⑤�

11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰　
午
前

10
時
～
午
後
３
時　
ス
ー
パ
ー

ビ
バ
モ
ー
ル
本
庄

令
和
２
年
度
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
率
等
調
査
結
果
が
公
表
さ

れ
ま
し
た

設
置
率
（
条
例
適
合
率
）

○
全
国　
82
・
６
％
（
68
・
３
％
）

○
埼
玉
県　
78・１
％（
67・３
％
）

○
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
管
内

　
61
％
（
55
％
）

※
条
例
適
合
率
と
は
、
市
町
村
の

火
災
予
防
条
例
で
定
め
る
基
準
の

と
お
り
に
す
べ
て
設
置
さ
れ
て
い

る
世
帯
の
割
合
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
置
が

お
済
み
で
な
い
方
は
早
急
な
設
置

を
、
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
方

は
定
期
的
な
点
検
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
取
扱
店
、
防

災
設
備
の
取
扱
店
等
で
購
入
で
き

ま
す
。

★�

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
24-

８
３
９
２

脇島正法律事務所
埼玉弁護士会所属 弁護士 脇島 正

予約制 受付時間：平日 ～

〒 本庄市早稲田の杜
からも予約できます

収入のない方も安心してご相談ください
法テラス制度を利用することで負担なく弁護士に依頼できます

夜間・土日
応相談

初回相談料無料
障障害害年年金金のの専専門門家家    社社会会保保険険労労務務士士（（初初回回相相談談はは無無料料でですす））  

連連絡絡先先    本本庄庄市市西西五五十十子子２２１１６６－－９９                              

ＴＴＥＥＬＬ    ００８８００--１１２２４４２２－－７７６６９９６６  

UURRLL::hhttttpp::////ssrr--kkuurraattaa..ccoomm//MMeessssaaggee..hhttmmll  

☆ あきらめていませんか！！ 

障害年金を 

倉倉田田和和子子  

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★広報課☎ 25- １１５５

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25-

１
１
５
５

本庄早稲田の杜ミュージアム　オープン

　去る10月15日、本庄市と早稲田大学の連携による「本庄
早稲田の杜ミュージアム」が開館しました。当日は田中早
大総長と共に大野埼玉県知事、丸山文科省文部科学審議官
はじめ、多くの皆さまをお迎えし式典を開催いたしました。
　本庄市は貴重な考古・歴史資料に恵まれており、これま
での歴史民俗資料館に代わる、よりよい文化財展示のあり
方につき検討を続けていたところです。一方、早稲田大学
は本庄キャンパスに世界各地の民族造形美術品など魅力的
な資料を多く所蔵し、それらの展示や活用を検討していま
した。
　こうした双方の豊富な文化資源の保存活用と将来構想に
ついて意見交換を重ね、平成29年度から具体的な検討が
始まり、互いの連携のもと今般のミュージアム開設に至っ
たところです。
　ミュージアムは市展示室と大学展示室で構成されます。
市展示室では市のマスコットはにぽんのモデルになった
「笑う盾持人物埴輪」や国内唯一の「ガラス小玉鋳型の完
形品」など多種多様で貴重な考古資料と、年表・映像等で

市の歴史と文化をたどることができます。そして大学展示
室では定期的に企画展が開催され、大学が所蔵するオセア
ニア民族造形美術品をはじめ魅力ある文化資源が研究成果
とともに公開されます。
　異なる文化を背景にした展示品を同じ施設に区切られた
中で配置するという展示方式は、双方の文化資源の「価
値」を改めて認識させる効果があり、文化施設の展示に関
する新しい潮流と言われております。
　大久保山、浅見山丘陵の恵まれた自然環境と、多様な遺
跡や文化財に囲まれたミュージアム一帯を、市では今後「本
庄早稲田文化の杜」と呼び、ミュージアムがその中核施設
として、文化推進の拠点となるよう努めてまいります。
　また近世以降の中山道を中心とした本庄の歴史を紹介す
る展示スペースが、本庄市街地の旧本庄商業銀行煉瓦倉庫
において本事業の一環としてオープンいたしました。合わ
せてご案内申し上げます。
　市民の皆さまにはぜひ足を運ばれ、本庄市の分厚い歴史
と、早稲田大学の魅力的な文化資源にふれていただきます
ようご案内申し上げます。


